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【研究の背景・目的】 
心臓の機能障害は現代社会で最も多い疾患の一

つであり、それを引き起こす原因の一つが「心筋
梗塞」である。心筋梗塞は、心臓の冠動脈と呼ば
れる大きな血管が動脈硬化などにより詰まり、心
臓に酸素および栄養が運ばれなくなって心臓の筋
肉（心筋）が死に、心機能が衰える病気である。 
この治療法として、現在おもに三つの方法が考

えられている。一つは、死んだ心筋を再生させる
方法（心筋再生治療）。二つ目は、詰まった血管を
補うために新しい血管を心臓につくる方法（心血
管再生治療）。そして三つ目が、心臓の「線維化」
をある程度抑制するという方法である（線維化抑
制治療）。なお線維化とは、死んだ心筋細胞のあと
を埋めふさぐようにできる瘡蓋（かさぶた）のこ
とで、これによってさらに心臓が機能しにくくな
るほか、心筋や心血管の再生も邪魔されるという、
きわめて厄介な存在である。 
現在、ここにあげた三つの方法は個々に数多く

研究されているが、三つすべてをターゲットとし
て統合的に制御できる段階にはない。 

そこで我々は、これら三つを統合した、次世代
の心筋梗塞治療法の開発に直接つながる基礎研究
を下記の二つの具体的な目的達成を目指して遂行
する。 
 
 心筋細胞死、血管形成、線維化が心筋梗塞に

おいてどのような関連性で密接につながっ
ているかの解明。 

 
 心筋再生、心血管再生、線維化をすべて統合

的に制御した心筋梗塞治療法の開発。 
 

【研究の方法】 
生化学的手法、培養細胞の実験系、マウスの心

筋梗塞モデル、ゼブラフィッシュの心筋再生モデ
ルを用い、心筋梗塞における心筋細胞死・血管形
成・線維化の密接な関連性を解明する。また、こ
れらの研究手法および実験動物モデルを用いて、
次世代の心筋梗塞治療に結びつく遺伝子治療法の
開発、小化合物スクリーニング、新たな分子治療
ターゲットの同定を行う。 

 

【期待される成果と意義】 
心筋再生・心血管再生・線維化をひとまとめに

制御して心筋梗塞を治療するという、従来にない
次世代の医療技術の開発・確立に一歩近づくこと

が期待される（図１）。これは日本や米国など多く
の国で三大疾患の一つとされている心臓疾患の克
服を飛躍的に前進させる、健康立国の実現に向け
た不可欠なステップである。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成２２年度－２６年度 

  １２７，４００千円 

 

【ホームページ等】 
http://bsw3.naist.jp/tns/ 

 

図１．心筋再生、心血管再生、線維化を統合

的に制御する心筋梗塞の“次世代型”治療法

の開発。 
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